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リアルプレイヤー、VDOLiveプレイヤー、ネットショープレイヤーなど、
インターネット上ではさまざまなマルチメディアコンテンツが放送されて
いる。だが、それらを楽しむためには、ソフトウェアとハードウェアの両
方がキチンと整ったパソコン環境が必要だ。今回の集中企画を参考に、
あなたのパソコンをチューンナップして、最新のコンテンツを200パー
セント楽しもう！

マルチメディアPC

スーパーチューンナップ

インターネットを 楽しくする

マルチメディアPC

スーパーチューンナップ

200％

集中企画
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ダイアルアップユーザーに聞く！

あなたのインターネット環境は？

まずはインターネット接続環境を見てみよう

（グラフ ）。なんと、すでに38パーセントの

人がISDN回線でインターネットをしていると

いう結果が出た。ほとんどの地域で電話番号が

変わらないでISDN回線に移行できるようにな

ったことや、ターミナルアダプターが普及価格

になってきたことなどから、ISDN回線が一般

家庭に普及してきていることがうかがえる。し

かし、それでもまだ過半数の人がモデムを使っ

てインターネットにアクセスしているという結

果が出た。

次に、「パソコンの内蔵メモリーは何Mバイ

ト搭載しているか？」という質問を見てみよう

（グラフ ）。今年に入ってからメモリーの価

格が急激に下がったこともあってか、なんと

65Mバイト以上搭載しているという回答が1位

となった。これは予想もしなかった意外な結果

ではあるが、動画や音声を使ったマルチメディ

ア環境では、大量のメモリーを使用するため、

このような結果になったのだろう。これは非常

に良い傾向だといえる。

さて、次にマルチメディアコンテンツを再生

するためのソフトウェアのインストール状況を

質問してみた。（グラフ ）これらは、インタ

ーネットでマルチメディアコンテンツを楽しむ

ために、よく利用されているソフトウェアやプ

ラグインばかりだ。しかし、意外にインストー

ルしているユーザーが少ないことに驚かされる。

アニメーションを使ったホームページやインタ

ラクティブな仕掛けをもったホームページに必

ずといっていいほど利用されている「ショック

ウェーブフォーディレクター」でさえ、約半数

の人がインストールしていないという結果が出

た。また、小さいファイルサイズでアニメーシ

C

B

A

ョンが楽しめるため、最近特によく利用されて

いる「ショックウェーブフラッシュ」において

は、3人に1人しかインストールしていないとい

った結果だ。

最後に、先ほどのソフトウェアのインストー

ル状況の質問をインターネットエクスプローラ

4.0を利用している人だけを抽出して同じくグ

ラフにしてみたところ、ここでちょっと面白い

結果が出た。（グラフ ）

インターネットエクスプローラ4.0をインスト

D

リアルオーディオ 

リアルプレイヤー 

ショックウェーブフォーディレクター 

ショックウェーブフラッシュ 

VDOLiveプレイヤー 

YAMAHA MIDPLUG 

ネットショープレイヤー 

 

　　　　　　　　26％ 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54％ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53％ 

　　　　　　　 　　　　33％ 

　　　　　　　　　　　　　37％ 

 　　　　　　22％ 

 8％ 

ールすると、リアルプレイヤー4.0やショックウ

ェーブフォーディレクター、ショックウェーブ

フラッシュなどは同時にインストールされるの

で、本来ならアンケートではすべての人が「イ

ンストール済み」と答えるはずだ。しかし、実

際にインストール済みと回答したのは、リアル

プレイヤーで72パーセント、ショックウェーブ

フラッシュにおいてはわずか40パーセントの人

だけという結果が出た。この結果から、実はす

でにソフトウェアがインストールされているの

にもかかわらず、そのことに気付いていない人

が多いということが分かる。

これらの結果から、インターネットでマルチ

メディアコンテンツを充分に楽しんでいるダイ

アルアップユーザーはまだまだ少ないことが分

かる。それでは、どのようにすれば快適にイン

ターネットを楽しめるのだろうか。次ページか

らの記事ををじっくり読んで、あなたのパソコ

ンもマルチメディア対応パソコンにチューンナ

ップしよう！

リアルプレイヤー 

ショックウェーブフォーディレクター 

ショックウェーブフラッシュ 

　　　　　　　　　　　　　　　72％ 

　　　　　　　55％ 

 40％ 

インストールしているソフトウェアは？
C

インストールしているソフトウェアは？
（IE4.0ユーザーのみ）

D

自宅でインターネットを利用しているダイアルアップユーザーは
どのような環境でインターネットにアクセスしているのだろうか。
編集部では、
インプレスの発行する週刊電子メール新聞「フリーウォッチ」の読者の中から、
自宅でインターネットに接続しているダイアルアップユーザーを対象とした
アンケートを行った。
約8000通の回答をもとに、
インターネットユーザーのパソコン環境を見てみよう。

モデム　59% 
 

その他　 3%

ISDN 　38% 
 

9～16MB　 3.8％ 

8MB以下　0.3％ 

65MB以上 
　26.2％ 

49～64MB 
　21.2％ 

33～48MB 
　24.8％ 
 

25～32MB 
　18.1％ 
 

17～24MB　4.9％ 
 

無回答　 0.7％ 

インターネット接続速度は？
A

パソコンの内蔵メモリーは何Mバイト？
B
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ケース
ケースはずっと使い続けるものな
ので、飽きのこないデザインを
選ぶのがいいだろう。あまり小
さいケースを選ぶと、組み立て
るのに苦労するので、少し大き
めのケースを選ぼう。このケー
スは蓋が上蓋と左右の蓋の3つ
に分かれており、カードやメモ
リーの増設がしやすい構造にな
っている。蓋をよく開ける人に
は最適のケースだ。

CD-ROM
CD-ROMを入れると自動的に
吸い込む、カーステレオタイプ
のCD-ROMドライブだ。トレ
イを必要としないので、CD-
ROMの交換が簡単で見た目も
格好いい。ただし、シングルCD
は再生できないのが難点だ。

インターネットマガジン編集部オリジナル

ここに紹介するのがインターネットマガジン編集部が提案する、インターネットのコンテンツを100パーセント楽むためのマルチ
メディアパソコンだ。秋葉原に出かけ、パーツを1つ1つ吟味して購入し、組み立てたインターネットマガジンオリジナルマシンだ。
それでは、このマシンのスペックをじっくりと見てみよう。

■スペック表
ケース TQ-700ATX 17,500円
CPU INTEL Pentium II 300MHz 71,800円
マザーボード ASUSTeK P2L97 31,300円
HDD IBM DCAS34330UW 42,800円
メモリー SDRAM 32MB 3枚 30,900円
CD-ROM PIONEER DR-U03S 16,800円
ビデオカード DIAMOND Viper V330 AGP 15,500円
サウンドカード Sound Blaster AWE64 gold 24,500円
SCSIカード DIAMOND Fire Port40 15,800円
FDD ALPS FD354H 3,250円
TA NEC AtermIB55 ProII 19,800円
DSU NEC COMSTARZ DSU A2 22,800円
ビデオカメラ Connectix Color QuickCam 24,800円
キーボード Justy jkb-106s 7,800円
マウス Microsoft IntelliMouse 4,980円
スピーカー Cambridge SoundWorks Speaker System 219.99ドル
※価格は編集部で購入時（10月29日）の店頭価格。

これがインターネット最強マルチメ

DSU
128kbps接続の本領を発揮さ
せるためには内蔵TAを選択しよ
う。ただし、外付けのDSUが
別途必要になる。外付けDSU
はアナログポートが付いている多
機能な機種を選択しよう。

スピーカー
内蔵スピーカーではステレオサウ
ンドは楽しめない。アンプ内蔵
の外付けスピーカーを付けよう。
サブウーハー付きのものを選べ
ば、小さい音でも迫力ある重低
音が楽しめる！

インテリマウス
WWWブラウザーをよく使うな
ら、いつものマウスをインテリマ
ウスに交換しよう。中央にある
ホイールを回すだけでウィンドウ
がスクロールするので、縦に長
いホームページを表示するときに
特に役立つ。一度使うといまま
でのマウスには戻れなくなるほど
快適だ。

ビデオカメラ
CU-SeeMeやネットミーティ
ングを楽しむならビデオカメラを
用意しよう。インターネットの
テレビ電話程度なら、高画質の
ものは必要ない。プリンターポ
ートに接続する低価格のもので
十分だ。

ロゴマーク
インターネットマガジン特製ロゴ
マークステッカーを作成した。
世界に1台だけのオリジナルマ
シンの証だ！

ケース
CD-ROM

スピーカー

DSU

インテリマウス

ビデオカメラ

ロゴマーク
マイク
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内蔵ターミナル
アダプター
128kbps接続の速度を100
パーセント発揮させるには、内
蔵ターミナルアダプターがベスト
だ（詳細は306ページへ）。

サウンドカード
サウンドカードはMIDI音源内蔵
のものを選びたい。とことん音
にこだわるならば、ノイズの少
ないハイクオリティなサウンドカ
ードを選択しよう（詳細は303
ページへ）。

ビデオカード
ビデオカードは解像度が高く表
示色数の多い、4Mバイト以上
のビデオメモリーを搭載したもの
を選択しよう（詳細は299ペ
ージへ）。

USB
まだUSBを利用したハードウェ
アは普及していないが、ターミ
ナルアダプター、デジタルカメ
ラ、プリンターなどで、これか
らはUSBポートを利用した製品
が普及することは間違いない。
今後、もっとも重要になるポー
トだ（詳細は306ページへ）。

ディアパソコンだ！

電話 DSU

キーボード 
マウス 

ディスプレイ 

TV

カメラ 

マイク 
スピーカー スピーカー 

インターネット 

タ
ー
ミ
ナ
ル 

ア
ダ
プ
タ 

サ
ウ
ン
ド 

カ
ー
ド 

ビ
デ
オ 

カ
ー
ド 

プ
リ
ン
タ 

ボ
ー
ド 

パソコン本体 

CPU
CPUは 最 速 の Pentium II
300MHzだ。パソコンの心臓
部なので、予算の範囲内でなる
べく高速のものを選択しよう。

メモリー
マルチメディアの再生はメモリー
を大量に使用する。メモリーは
たくさんあっても困ることはな
い。初めから大容量のものを購
入しよう（詳細は307ページ
へ）。

マルチメディアを楽しむためのオーディオビジュアル結線図

マザーボード
マザーボードは安定性で定評の
あるASUSTeK社の製品を購
入した。インテル社の最新チッ
プセット440LX搭載のマザー
ボードだ。

ハードディスク
ハードディスクとCD-ROMは
CPUの占有率が低いSCSIを選
択した。ハードディスクは高速
なウルトラワイドSCSIだ。

メモリー

マザーボード

CPU ハードディスク

USB

ビデオカード

サウンドカード

内蔵ターミナルアダプター

※写真は撮影のため、
ケーブル類は外してあります

（※ビデオカードにビデオ出力端子がある場合）
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マクロメディアフラッシュ動作チェック
アニメーションが表示されていればOK！

左スピーカーサウンドチェック
アイコンをクリックしてみよう。

ストリームワークスプレイヤー再生チェック
アイコンをクリックしてみよう。

右スピーカーサウンドチェック
アイコンをクリックしてみよう。

表示色数チェック
画面写真のようにきれいにグラデーションが表
示されればOK！

このページだけですべてが分かる！

マルチメディアコンテンツ対応度チェック！
http://home.impress.co.jp/magazine/inetmag/check/
「私のパソコンにはどのソフトウェアがインストールされていないのか分からない！」
そんなあなたのために作成したのが、このチェックページだ。WWWブラウザーでこのページにアクセスすれば、
あなたのパソコンに不足しているハードウェア、ソフトウェアが一目瞭然だ。
右ページのチェックリストに沿って、あなたの環境を診断してみよう！ 左がチェック項目、右が解決方法だ。
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リアルプレイヤー再生チェック
アイコンをクリックしてみよう。

VivoActive再生チェック
アイコンをクリックしてみよう。

VDOLiveプレイヤー再生チェック
アイコンをクリックしてみよう。

ショックウェーブフォーディレクター動作チェック
アニメーションが表示されていればOK！

MIDIサウンドチェック
アイコンをクリックしてみよう。
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インターネットマガジンCD-ROMからリアル

プレイヤーをインストールしよう。

CD-ROM収録先： Win→Realplay

インターネットマガジンCD-ROMから

VivoActiveをインストールしよう。

CD-ROM収録先： Win→Vivo

「はい」を押してVivoActiveをインストー

ルしよう。

インターネットマガジンCD-ROMから

VDOLiveプレイヤーをインストールしよう。

CD-ROM収録先： Win→Vdolive

インターネットマガジンCD-ROMから

Shockwave The Worksをインストール

しよう。

CD-ROM収録先： Win→Shockwav

「はい」を押してショックウェーブフォーディ

レクターをインストールしよう。

インターネットマガジンCD-ROMから

YAMAHA MIDPLUGをインストールしよ

う。

CD-ROM収録先： Win→Midplug

インターネットマガジンCD-ROMから

Shockwave The Worksをインストール

しよう。

CD-ROM収録先： Win→Shockwav

「はい」を押してShockwave Flashをイ

ンストールしよう。

A ：サウンドカードやサウンドドライバーを

チェックしよう。

B ：スピーカーの左右が逆だ。配線をチェッ

クしよう。

インターネットマガジンCD-ROMからス

トリームワークスプレイヤーをインストール

しよう。

CD-ROM収録先： Win→Stream

A ：サウンドカード、サウンドドライバーを

チェックしよう。

B ：スピーカーの左右が逆だ。配線をチェッ

クしよう。

画面のプロパティーのカラーパレットの項目

を「High Color（16ビット）」に変更しよ

う。

A

A

A

A

A

A
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こ
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対応WWWブラウザー

ネットスケープナビゲーター2.0以上

インターネットエクスプローラ3.0以上

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

d
当てはまる項目にチェック印を付けよう！

■ 「未定義のファイルタイプ」と表示される。

「不明な種類のファイルを開いています」と

表示される。

■ 「Plug-Inが読み込めません」と表示される。

「VivoActive Player for ActiveXをイ

ンストールして実行しますか？」と表示される。

■ 「未定義のファイルタイプ」と表示される。

「不明な種類のファイルを開いています」と表

示される。

■ 「Plug-In が読み込めません」と表示される。

「Shockwave Directorをインストールし

て実行しますか？」と表示される。

■ クリックしてもなにも表示されない。

クリックしても変化しない。

■ 「Plug-In が読み込めません」と表示され

る。

「Shockwave Flashをインストールして

実行しますか？」と表示される。

■ A ：クリックしても音が出ない。

B ：右のスピーカーから音が出る。

■ 「未定義のファイルタイプ」と表示される。

「不明な種類のファイルを開いています」と

表示される。

■ A ：クリックしても音が出ない。

B ：右のスピーカーから音が出る。

■ 左の画面写真のようにきれいにグラデーシ

ョン表示されない。

※WWWブラウザーのバージョンによってはエラーメ

ッセージが多少異なる場合があります。
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マルチメディアには多色環境が必要だ！

次に、リアルプレイヤーで映像を再生させて

みよう。MCAレコードのホームページにあるエ

ルトン・ジョンのビデオクリップ（http://

www.mcarecords.com/amp14/realvideo.h

tml）を再生してみよう。このビデオクリップ

は、回線速度1.5Mbps用のハイクオリティー

なリアルプレイヤーファイルだ。3の写真はビ

デオカードを入れる前の256色表示のパソコン

で再生した画面、4の写真は、ビデオカードを

交換して65536色表示のパソコンで再生した画

面だ。映像の部分を拡大表示した画面を見比

べてみると、明らかに65536色表示のほうがき

れいな映像だということが分かるだろう。

また、256色表示では、少ない色数でもきれ

いに表示できるように、リアルプレイヤーがデ

ィザ処理を行なっている。そのためにCPUのパ

ワーを消費するので、再生コマ数が落ちる。リ

アルプレイヤーで映像をきちんと再生させよう

と思ったら、65536色以上の表示できる環境

が必要だ。

以上のように、ちょっと前のパソコン環境で

は、最新のインターネットコンテンツを楽しむ

のには力不足だ。ビデオカードのアップグレー

ドと、ソフトウェアの設定をして、まずはパソ

コンの映像環境を整えよう。

もっと映像を楽しみたい！

1解像度800×600ドットでWWWブラウザーを
全画面表示

2解像度1280×1024ドットでWWWブラウザー
を全画面表示

インターネットマガジンでは毎月、面白
いサイトや最新コンテンツを提供してい
るサイトを紹介している。あなたのパソ
コンでは誌面で紹介している画面と同じ
ように表示されているだろうか？

こんなに広い！こんなにキレイ！
まずはビジュアルを強化しよう！

3リアルプレイヤーを使って256色環境で再生

4リアルプレイヤーを使って65536色環境で再生

広い画面で楽々ネットサーフィン

まずは上の2つ画面を見比べてみよう。これ

は、インターネットテレビガイド（http://

www.tvguide.or.jp/）のホームページに掲載

されているテレビ番組表を表示させた画面だ。

1の写真は、1年半ほど前に購入したパソコン

に標準で搭載されているビデオカードで表示さ

せた画面。2の写真は同じパソコンに最新のビ

デオカードを入れて表示させた画面だ。ご覧の

とおり1の画面では、テレビ番組表の一部しか

表示されないので、すべてを見るには、画面を

スクロールさせなければならない。しかし、2

の画面なら一画面ですべてのチャンネルが見渡

せるので、見たい番組を探すのも簡単だ。
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インターネットをメインに利用するなら、ビ

デオカードは最高速のものを選ぶ必要はない。

すでに2Dの描画速度は頭打ち状態なので、ど

のビデオカードを買っても速度的に問題はない

からだ。これからは、ビデオカードは描画速度

で選ぶのではなく、基本性能の高い、高画質

のものを選択しよう。

ただし、「インターネットを使った対戦型3D

ゲームを快適に楽しみたい」という場合なら、

話は別だ。「Direct3D」の高速処理ができるビ

デオカードを選択しよう。つい最近までは、3D

を高速に処理できるグラフィックスチップとい

えば「Voodoo Graphics」を利用した3D専用

ビデオカードの独擅場だったが、現在では

「Permedia2」、「RIVA128」など2Dも高速に

処理できるビデオチップが登場した。今購入す

るなら、それらを採用したビデオカードを選択

するのがベストだ。

表示能力の高いビデオカードを選べ！

パソコンの画面が高解像度になればなるほど

画面のちらつきが気になってくる。画面のちら

つきはリフレッシュレート（垂直同期信号）を

変更することによって改善される。

リフレッシュレートとは、1秒間に何回画面

が更新されるかを表した値をいう。数値が大き

いほど画面を書き換える回数が多くなり、ディ

スプレイに表示される映像のちらつきが少なく、

目に優しいクッキリとした画像が表示される。

リフレッシュレートの上限は、ビデオカード

上のRAMDAC（Random Access Memory

Digital to Analog Converter）というチップが

左右している。では、RAMDACとは何をする

チップなのだろうか。

ビデオカードのメモリーから読み出す信号は

デジタル信号だ。これをディスプレイに表示す

るためにはアナログ信号に変換しなければなら

ない。その変換をRAMDACと呼ばれるチップ

が担当している。画質の良さや発色の美しさは

このRAMDACの性能によって決まってしまう

と言ってもいい。RAMDACの性能は周波数で

表示され、この周波数が高いほど、リフレッシ

ュレートを高く設定できる。

これらの数値データはビデオカードのパッケ

ージに記載されているので、パッケージをよく

読んで基本性能の高いものを購入しよう。

AGPのビデオカードには注意が必要だ

Pentium IIプロセッサーを搭載する440LXチ

ップを採用したマザーボードには、AGP

（Accelerated Graphics Port）というビデオ

カード専用の高速なポートが搭載されている。

AGP搭載の機種ならばAGPビデオカードを選

択するのがベストだ。AGPはビデオカード専用

に作られたポートで、PCIを利用した今までの

ビデオカードよりもより高速に動作する。

ただし、現在ではAGPを利用するためには

ウィンドウズ95 OSR2.1（OEM供給のみ）と

いった新しいバージョンのウィンドウズ95が必

要となる点に注意しよう。また、まだ製品が登

場してから間もないこともあり、製品同士の動

作確認が徹底されていないために、マザーボー

ドとビデオカードの相性が悪いと、最悪の場合、

動かないこともある。自分の機種で動作するか

どうかを確認してから購入しよう。
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マトロックス・グラフィックス社製「Millennium」。
発売からすでに2年以上経つが、画質の良さから
いまだ高い人気を誇る。

まず初めに紹介するのが、株式会社ダイ

アモンド・マルチメディア・システムズの

「Viper V330」だ。これは最新ビデオチッ

プ「RIVA128」を使ったビデオカードで2D、

3Dの両性能とも一世代前のビデオカードを

凌駕するスピードを誇る。もちろん、基本

性能も高く、1280×1024ドットでリフレ

ッシュレート85Hzのハイカラー表示が可能

画質の良さと目的で選べ！ ビデオカード

写真は、nVIDIA社の開発した最新ビデオチップ
「RIVA128」を搭載したAGPビデオカード。基本性
能が高く、描画も高速なので、このビデオチップを採
用したビデオカードならどれもおすすめだ。

だ。また、ビデオ出力端子を備えているの

で、一般のテレビに接続してインターネッ

トを楽しむことができる。これほど優れた特

徴を持ちながら価格は定価で29,800円と非

常にお買い得な点もうれしい。このビデオ

カードなら十分に満足のいく画質を得られ

るだろう。3Dの表示能力も優れているので、

「インターネットで対戦ゲームをバリバリ楽

編集部オススメのビデオカードはこれだ！

ダイアモンド・マルチメディア・システムズ社製
「Viper V330」。写真はOEM用のAGP版。パ
ッケージ販売されるPCI版はビデオ出力端子を搭
載する。

しみたい！」といった人にもおすすめだ。

次に紹介するのが、高画質で定評のビデ

オカード「Millennium」だ。各社から新世

代ビデオチップを搭載したカードが出そろっ

た現在、すでに一世代前のビデオカードと

いった感が否めないが、基本性能が高く、

発色が優れている点を評価したい。また、

グラフィックスドライバーのアップデートが

頻繁に行われており、サポートも万全だ。

秋葉原では4Mバイトモデルが1万円台で買

える非常にコストパフォーマンスの高い、お

買い得なビデオカードだ。高解像度で高画

質を求める人におすすめしたい。現在、さ

らに性能を高めた後継機種の「Millennium

II」も発売されており、こちらも高い人気を

誇っている。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



300 INTERNET magazine 1998/1

最近のビデオカードにはビデ

オ出力端子が付いているもの

があり、このタイプのビデオカ

ードを購入すれば、パソコンの

画面をテレビに表示できる。

ただし、一般のテレビはパソコ

ンのディスプレイのように高解

像度には対応していないので、

小さい文字などを表示させる

ことには向いていない。そのた

ビデオカードの設定
は、コントロールパ
ネルの「画面」のア
イコンで設定する。

ビデオカードでカード自体と

同じくらい重要なのがグラフィ

ックスドライバーだ。同じビデ

オチップを使っている製品でも

メーカーによって描画性能が

違うのは、ビデオカード自体

の回路の基本設計の良し悪し

よりも、グラフィックスドライ

バーの差によるところが大き

い。単に安いからといってノー

ブランドのビデオカードを買う

のではなく、サポートのしっか

りしたメーカーの製品を選ぶの

がポイントだ。ビデオカードは

グラフィックスドライバーを最

新版に入れ替えることによっ

て、機能や性能がアップする

ことがある。購入前にメーカ

ーのホームページを確認して、

インターネットで最新版のグラ

フィックスドライバーを提供し

ているかどうか、また、サポー

トがしっかりしている会社かど

うかをチェックするといいだろ

う。

単に解像度や表示色数を向

上させただけでは鮮明な画像

は得られない。ちらつきのない

鮮明な画像を表示するには、

リフレッシュレート（垂直同

期周波数）の値を変更しよう。

リフレッシュレートとは、画面

を1秒間に何回書き換えるか

を表したものだ。当然ながら、

リフレッシュレートが高いほど

画面のちらつきがなく、よりき

れいな画面を表示できる。リ

よりよい画像を得るためのポイント

中央のの5つある丸い端子がBNC端子
だ。

これがBNCケーブルだ。D-SUBケ
ーブルよりも鮮明な画像が得られる。

ビデオカードを交換したなら

ば、ついでにディスプレイケー

ブルも新調してみよう。線の

細いディスプレイケーブルで

は、映像信号が劣化して画質

が落ちるので、線の太いしっ

かりしたものを購入するのがポ

イントだ。

また、ディスプレイにBNC

入力端子が付いている機種な

らば、BNCケーブルで接続し

「リフレッシュレートを大き

い値に変更したら、ディスプ

レイが映らなくなった！」なん

てことがあるかもしれない。そ

れはリフレッシュレートの値が

高すぎてディスプレイが対応で

リフレッシュレートの
設定画面。ビデオカ
ードによって設定画
面は異なる。

フレッシュレートの変更方法

は、使用しているビデオカード

のグラフィックスドライバーに

より多少の違いがあるが、画

面のプロパティから設定できる

ようになっている。この数値を

大きい値に設定することでよ

りきれいな表示になるぞ。

たほうが、D-SUB端子につな

ぐより鮮明な画像を得られる。

特に高解像度になった場合に

その差がはっきりと表れる。ケ

ーブルを交換するだけで、いま

までぼやけていた画像がシャー

プになったり、発色が鮮明に

なったりすることがあるのだ。

め、テレビでネットサーフィン

をするのはちょっとつらいが、

リアルプレイヤーでビデオクリ

ップを再生させたり、インター

ネット対戦ゲームで遊んだりす

るのには最適だ。大画面テレ

ビでプレイする対戦ゲームは盛

り上がること間違いない！

きないからだ。そんなときは慌

てずにそのままじっと10秒間

ほど待とう。元のリフレッシュ

レートに自動的に戻るので大

丈夫だ。

ディスプレイが映らなくなった！

BNCケーブルに交換しよう！

リフレッシュレートを上げよう！グラフィックスドライバーが性能を
左右する！

大画面テレビでインターネットを
楽しもう！
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設定を変えるだけで快適になる

ソフトウェアをチューンナップ！（ビデオ編）

ストリームワークスプレイヤー
ストリームワークスを快適に楽しむための設

定のポイントは、音声と映像のバランスだ。

「Settings」メニューの「Playback」でその

設定ができる。 の「Optimize Audio

Quality」を選ぶと音声を重視した設定に、

の「Optimize Video Frame Rate」を選ぶと

映像を重視した設定になる。音楽系のコンテ

ンツを見る場合とニュースや映画系のコンテン

ツを見る場合で使い分けるといいだろう。通常

は「Mixed」にしておけば問題はない。

また、「Settings」メニューの「Connection」

で通信速度を設定できる。ここで、自分の接

B

A

続速度よりワンラク下げれば、映像の質は落ち

てしまうが、音飛びやコマ落ちは少なくなる。

リアルプレイヤー
リアルプレイヤーはユーザーの接続速度に合

わせて、最適なクオリティーで再生するように

なっている。アナログモデムならアナログモデ

ムなりの、ISDNならISDNなりの映像が楽しめ

るわけだ。この設定は「View」メニューから

「Preferences」を選び「Connection」タブ

の の項目で選択する。ただ、回線状況によ

ってどうしても映像や音声が途切れてしまうこ

とがある。このような場合は の項目を1ラン

ク下げてみよう。映像のコマ数や音質は多少落

ちてしまうが、放送が途切れなくなる。

さらに、「View」メニューから「Preferences」

A

A

VDOLiveプレイヤー
VDOLiveプレイヤーには、インターネットへ

の接続速度が遅い人のために、いくつかの便利

な機能が用意されている。

まず、「View」メニューの「Setup」を選び

「Video」タブを見てみよう。 の項目をチェ

ックするとスライドモードになる。スライドモ

ードとは1秒間に表示される映像のコマ数を少

なくして画質を上げる機能だ。映像の動きより

画質を重視した設定になる。 の項目は、音

声は再生せずに映像だけを再生するようにする

機能だ。この機能によりビデオの動きは格段に

B

A

【開発元】リアルネットワークス社
入手先/http://www.real.com/
CD-ROM収録先/ Win→Realplay
【動作環境】
CPU/486/66MHz以上
（ビデオ再生はPentium以上）
メモリー/16Mバイト以上

A

【開発元】VDOnet社
入手先/http://www.vdo.co.jp/
CD-ROM収録先/ Win→Vdolive
【動作環境】
CPU/486/66MHz以上
メモリー/8Mバイト以上

A

【開発元】Xing Technology社
入手先/http://www.clubweb.or.jp/stream/
CD-ROM収録先/ Win→Stream
【動作環境】
CPU/Pentium（推奨）
メモリー/16Mバイト以上（推奨）

A

よくなる。ただし、映像だけで楽しめるコンテ

ンツに限られてしまうのが残念だ。

次に「Connection」タブの の値を増や

してみよう。この値を大きくすると、ファイル

の先読み時間が長くなる代わりに、音飛びやコ

マ落ちが少なくなる。自分の環境に合った値に

調節しよう。

C

を選び「General」タブの の数値で、ファ

イルの先読み時間を調整してみよう。数値を大

きくすると再生が始まるまでの時間は長くなる

が、音飛びやコマ落ちは少なくなるはずだ。

B

A

B

A

B

A

B

C
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いだろうか？

例えば、ヤマハのホームページ（http://

www.yamaha.co.jp/xg/pds/pds.html）では、

フリーのMIDIデータを公開している。このペー

ジには、クラシックやロック、ジャズなどいろ

いろなジャンルの曲が登録されており、ボタン

をクリックするとその場でMIDIデータを聴くこ

とができる。しかし、どれを聴いてもファミコ

ンゲームようなピコピコした軽い電子音しか鳴

らなくて、MIDIとはこんなものなのかと感じた

人もいるかもしれない。

これは、パソコンにMIDI音源モジュールが搭

載されていないために起こる現象だ。MIDIデ

ータを再生するには、楽器の音色データを内蔵

したMIDI音源モジュールが必要だが、ネット

スケープナビゲーター4.0やインターネットエク

スプローラ4.0といった最新のWWWブラウザ

ーには、音源がない場合でもソフトウェア的に

再生する機能が付いている。しかし、この再生

するソフトウェアが貧弱なために、「どれを聴い

てもファミコンのような電子音にしか聞こえな

い」ということが起こる。実際のMIDIサウン

ドはもっといい音なのだ。

MIDIサウンドを100パーセント楽しむために

は、MIDI音源搭載のサウンドカードにアップ

グレードし、ソフトウェアをセットアップする

必要がある。完璧にセットアップして、パソコ

ンをステレオコンポやラジカセ代わりに使おう！

ソフトウェアMIDI音源は使える！

MIDIサウンドを楽しむにはMIDI音源モジュ

ールを購入する必要があるが、最近では株式会

社YAMAHAの「S-YG20」のようにパソコン

のCPUパワーを使って、特別な装置を必要と

せず、ソフトウェアでMIDI音源モジュールをエ

ミュレートをするものが登場した（画面 ）。

このタイプのMIDI音源は非常にCPUパワーを

消費するので、再生中はコンピュータの動作が

遅くなることがあるのが欠点だ。そのため、ゲ

ームで利用されるMIDIサウンドの再生などには

向かない。しかし、高価なMIDI音源モジュー

ルを購入しなくても、ソフトウェアをインスト

ールするだけでハイクオリティーなMIDIサウン

ドを楽しめるのは魅力だ。「S-YG20」には専

用のプレイヤーが付属しているので、ホームペ

ージからダウンロードしたMIDIデータをすぐに

楽しむことができる。

また、同社のプラグインソフト「MIDPLUG」

と組み合わせれば、WWWブラウザーで「S-

YG20」を使って高音質なMIDIサウンドを楽し

むことができる。（画面 ）

サウンドカードは出力だけじゃない！

意外に忘れられがちなのが、サウンドカード

の入力端子だ。サウンドカードはその名のとお

り音を再生するためのハードウェアだが、それ

だけではなく音を取り込むこともできるハード

ウェアだ。サウンドカードのコネクター部分を

よく見ると、スピーカー出力やライン出力のほ

かにマイク入力端子が付いていることに気が付

くだろう。ここにマイクを接続することによっ

て、ネットミーティングやCU-SeeMeといった

ソフトウェアで、インターネット電話を楽しむ

ことができる。サウンドカードは単に音を鳴ら

すハードウェアではなく、音を取り込むことも

できるマルチメディア入出力カードなのだ。

3

2

もっといい音楽で聴きたい！
ステレオサウンドで迫力の重低音！
パソコンだってこんなにいい音が出る！

インターネットで放送されるストリーミングサ
ウンドは、もはやCDクオリティーだ。あなた
のパソコンを高性能なオーディオにしよう！

リアルプレイヤーの再生画面。80kbpsステレオ放送
は、CDクオリティーに匹敵する音質だ。

ヤマハのMIDPLUGとS-YG20と組み合わせれば、
WWWブラウザーでMIDIサウンドを楽しめる。

ヤマハのS-YG20 Playerの起動画面。同社の発売
するMIDI音源モジュールのようなコントロールパネル
になっている。

サウンドカードにマイクをつなげば、ネットミーティン
グで会話が楽しめる。

1 2

3

4

CDの音質が楽しめる！

インターネットのマルチメディアコンテンツ

はどんどん進化している。リアルネットワーク

ス社の開発したリアルオーディオは、登場した

当時はモノラルのAMラジオ並みの音質だった

が、バージョンアップをするたびに音質や性能

が改善されており、今ではステレオ放送に対応

し、音質はCD並みのクオリティーへと格段に

向上した。（画面 ）

では、その間にパソコン本体のオーディオは

進化しただろうか？　サウンドカードはMS-

DOS時代からの定番ブランドであるクリエイテ

ィブメディア社の「サウンドブラスター16」を

いまだに標準搭載し、スピーカーはパソコンに

内蔵のモノラルスピーカーか、もしくは貧弱な

外部スピーカーを付属した機種がほとんどだ。

もともとパソコンに内蔵されているスピーカー

は、警告音を鳴らす程度の小さいスピーカーな

ので、これで音声やサウンドを再生するのには

無理がある。

これではリアルオーディオのCDクオリティー

の音質を100パーセント堪能することはできな

い。ぜひ外部スピーカーを接続して聴いてみて

ほしい。いままでこんなものかと思っていた人

も、迫力あるサウンドが再生されることに驚く

だろう。

MIDI音源をつないでみよう！

WWWブラウザーでホームページにアクセス

したときに、自動的にMIDIサウンドが流れて

くるページやボタンをクリックするとMIDIサウ

ンドが流れだすページにアクセスしたことはな

1
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サウンドカードはMS-DOS時代からクリエイ

ティブメディア株式会社の「サウンドブラスタ

ー16」という定番商品があり、すでに多くの

人がサウンドブラスター16を利用していること

だろう。また、「購入したパソコンにもともとサ

ウンドブラスター16が内蔵されていた」なんて

人も多いはずだ。

サイズの小さいファイルながら高音質で演奏

できるために、インターネットでは、MIDIデー

タを利用したホームページが増えてきた。しか

し、サウンドブラスター16はMIDI音源を搭載

してはいないため、MIDIデータを楽しむにはソ

フトウェア的にMIDI音源をエミュレートするソ

フトウェア音源が必要だ。最近では高機能な

ソフトウェア音源が登場してきたが、まだまだ

MIDI音源の音質にはかなわない。また、ソフ

トウェア音源は非常にCPUパワーを消費する

ため、MIDIを使ったホームページにアクセスし

た途端にパソコンの動作が遅くなるなんてこと

もある。発売当時は、高機能、高音質でもて

はやされたサウンドブラスター16だが、そろそ

ろもっと高音質のカードと交換してもいい頃で

はないだろうか。

MIDI音源搭載のサウンドカードに交
換しよう！

インターネット上で流通しているMIDIデータ

を楽しみたいのならば、GM音源を搭載したサ

ウンドカードを購入しよう。

GM（General MIDI）とは、これまで各社

でバラバラだった音色の順番などを統一して、

異なるメーカーの音源でも同じようにMIDIデー

タを再生できるようにした規格のことをいい、

この規格に沿った音源のことをGM音源という。

GMに対応した音源ならば、「A社の音源で聴

いたときはピアノの曲だったのに、B社の音源

で聴いたらギターの曲になった。」などというこ

とが起こらなくなる。インターネット上で流通

しているMIDIデータはそのほとんどがGM音源

用のデータなので、GM対応のMIDI音源を買

えば、制作者の意図した音色で再生される。

また、GSやXGといった規格の音源もある

が、これらはGM音源の上位互換なので、それ

らの音源を買っても問題なく再生できる。

今の資源を無駄にしたくないなら、
MIDI音源を購入しよう

現在使っているサウンドブラスターシリーズ

をそのまま利用して、外付けMIDI音源を購入

するという方法もある。サウンドブラスターに

はMIDI入出力端子が付いているので、別売り

のMIDI接続ケーブルを購入すれば、外付けの

MIDI音源を取り付けられる。音源は、ローラ

ンドやヤマハ、カワイといった楽器メーカーか

らさまざまな種類が発売されているので、好み

で選ぼう。キーボード付きの音源を選択すれば、

弾いた曲をそのままMIDIデータとしてファイル

に保存できるので、「ホームページで自作の曲

を流したい」と思っている人に最適だ。

また、外付けのMIDI音源ならば、パソコン

の中を開けてカードを交換しなくてもいいので、

「パソコンの中は開けたことがない」という人で

も安心して増設できる。

まず紹介するのが、サウンドカードの定

番ブランドであるクリエイティブメディア株

式会社のサウンドブラスターだ。同社の数

あるサウンドカードの中からおすすめするの

は「Sound Blaster AWE64 gold」だ。こ

のカードは、従来のPCM音源とFM音源に

加え、GM互換のMIDI音源を内蔵した、サ

ウンドブラスターシリーズの最上位機種だ。

とにかく高音質を追求したサウンドカード

で、入出力プラグにすべて金メッキプラグ

を採用しているほどのこだわりようだ。サウ

ンド出力はRCAピンジャックのみで、カー

ド自体にはアンプを内蔵していないので、手

持ちのステレオアンプに接続して使用する。

このサウンドカードを使えば、パソコンから

これほどまでクリアなサウンドが流れるもの

かと驚くだろう。サウンドブラスターシリー

ズはすべてISAバスカードだが、プラグアン

ドプレイに対応していて、面倒な設定をし

なくてもウィンドウズ95なら自動的にカー

ドを認識してくれるので設定も簡単だ。

次に紹介するのが、株式会社ダイアモン

ド・マルチメディア・システムズの

「Monster Sound」だ。ダイアモンド・マ

ルチメディア・システムズと聞くと、古く

からのパソコンユーザーはビデオカードの老

舗メーカーだと思う人も多いだろうが、最

近ではサウンドカードやSCSIカードも製造

している。この「Monster Sound」は、

PCIバス用のサウンドカードだ。そのため、

MS-DOSでの動作はサポートしていないが、

面倒な設定がいらないため、ウィンドウズ

95で使うには最適なサウンドカードだ。ウ

ィンドウズ95の「Direct Sound」にも対応

している。このカードの特徴は、前述のサ

ウンドブラスターと同時に2枚差して併用で

きる点だ。DOSのサウンドはサウンドブラ

スターから、ウィンドウズのサウンドは

Monster Soundからなんて使い方ができ

る。

クリエイティブメディア株式会社製「Sound Blaster
AWE64 gold」。おなじみサウンドブラスターシリー
ズの最上位機種だ。

株式会社ダイアモンド・マルチメディア・システムズ
社製「Monster Sound」。3Dサウンドが楽しめる。

編集部オススメのサウンドカードはこれだ！

クリエイティブメディア株式会社製「Sound Blaster
AWE64 value」。GM対応のMIDI音源内蔵サウン
ドカード。秋葉原では15,000円程度で購入できる
お買い得モデルだ。

ハイクオリティーなサウンドを楽しもう！ サウンドカード
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パソコンに内蔵されているスピーカーはこんな
に貧弱だ。しかも、1つしか付いていないので

モノラルサウンドしか流れない。

写真のスピーカーセットは、アメリカのCambridge
SoundWork社（http://www.hifi.com/）製の
パソコン用スピーカーシステム「SoundWorks
Amplified Speaker System」だ。日本ではあ
まり馴染みのないメーカーだが、アメリカでは人気
を誇るスピーカー専門のオーディオメーカーだ。サ
テライトスピーカーは机の上に、サブウーファーは
足下に設置して利用する。

スピーカーをよりよい
音で鳴らすには
スピーカーをいい音で鳴らすには、ウィ

ンドウズのボリュームコントロールの主音量

は控えめにして、ステレオアンプのボリュー

ムで音量を調節しよう。これでひずみの少

ない迫力のあるサウンドが楽しめる。

また、サウンドカードに内蔵されている

アンプを通さない、ライン出力端子が付い

ているサウンドカードでは、そちらの端子に

ステレオアンプつないだほうがノイズの少な

いピュアなサウンドが得られる。

サウンドカード、スピーカーを使いこなせ！
ドライバーをアップデ
ートしよう！
サウンドブラスター内蔵のパソコンで、マ

イクロソフトネットミーティングを使って会

話をしようとすると、トランシーバーのよう

に交互にしか会話ができないことがある。こ

れは、ウィンドウズ95に収録されているサ

ウンドブラスターのドライバーが古いバージ

ョンだからだ。

サウンドブラスターのドライバーは最新版

がホームページ（http:/ /www.sound

blaster.com/）に登録されているので、そ

れをインストールしよう。アップデートでき

たなら、右図のように「全二重オーディオ

を使用する」のチェックボックスが選択で

きるようになるはずだ。これで、電話のよ

うに自分が話しながら相手の声を聞くこと

ができる。

ボリュームコントロールの主音量は控えめにするの
がポイントだ。

インターネット放送は今やFMラジオやCD並

みのクオリティーのコンテンツを提供している。

すでにパソコンに内蔵された小さなスピーカー

では役不足だ（写真 ）。外部スピーカーをつ

ないで、パソコンをオーディオに変身させよう！

アンプ内蔵の製品を買おう！

パソコンショップではアンプを内蔵しない

1000円程度のものから、上は数万円するもの

までさまざまな種類のスピーカーが販売されて

1

いるが、いい音を聴きたいのならばアンプ内蔵

のものを購入しよう。サウンドカードに内蔵さ

れているアンプではヘッドホンを鳴らす程度の

小さな出力しか得られないからだ。

最近ではBOSEやJBL、ALTEC LANCING

といった、高級オーディオ用スピーカーで有名

なメーカーもパソコン用スピーカーシステムを

生産しており、選択肢は非常に豊富だ。

小さな音量でも迫力ある低音を楽しめるよう

に、サブウーファーが分離しているものや、

DSPを搭載して、低音を強調できる機種もあ

る。ただし、マンションなどに住んでいる人は

サブウーファーの音量はほどほどにしよう。低

音は床や壁を伝わって振動するので、下の階の

住人から苦情が来るかもしれない。

パソコン用に売られているものを購入
しよう！

スピーカーを買うときには、必ずパソコン用

に設計されている防磁スピーカーを選ぼう。普

通のオーディオ用スピーカーをディスプレイの

隣に設置すると、スピーカーから発生する磁気

の影響で画像が乱れるたり、色ずれが起こった

りする。また、フロッピーディスクをスピーカ

ーの近くに置いておくと大切なデータが消失し

てしまうなんて事がある。それほどスピーカー

の磁石は強力なのだ。パソコン用に作られてい

る防磁スピーカーの場合、磁気が外部に漏れ

ないような設計がされているので、ディスプレ

イに隣接させても大丈夫だ。

買ってから後悔しないために

パソコンはカタログスペックだけで決めてし

まう人も多いだろう。しかし、スピーカーの音

質だけはカタログスペックでは分からない。ど

んなに高級なスピーカーシステムでも、自分の

好みの音質でなければ意味がないからだ。大

型パソコンショップに行くと、試聴できるコー

ナーがあるので、聞き比べてみるのが一番だ。

スピーカーは値段で性能が決まるものではな

い。自分の感性に任せて、納得のいくものを

購入しよう。

すでにオーディオセットやステレオラジカセ

を持っているのならば、それにつなぐという手

もある。ただし、パソコンの近くに設置すると

磁気の影響があるので、パソコンからは少し

離れた場所に設置しよう。

パソコンがオーディオになる！ スピーカー

1
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設定を変えるだけで快適になる

ソフトウェアをチューンナップ！（サウンド編）

ネットショープレイヤー
ネットショープレイヤーには、セットアップ

するだけで使用できるようにしているため、自

分で設定できる項目はほとんどないが、もし、

音飛びしたり音声が歪んだりしてしまう場合は、

次の項目をチェックしてみよう。

ファイルを再生中に「表示」メニューから

「統計」を選ぶ（ブラウザーの中に動画が表示

されている場合は、動画の上で右クリックして、

メニューから「統計」を選ぶ）。すると右のよ

うな画面が表示される。もし、グラフの「損

失」が5パーセントを超えていたら、ネットワ

ークのトラフィックが原因で音飛びしたり音声

が歪んだりしているのだ。どうしても気になる

ようなら、時間を変えてアクセスしなおしたほ

うがいいだろう。

YAMAHA MIDPLUG
MIDIデータは、ネットスケープナビゲーター

にあらかじめセットアップされているLiveAudio

プラグインでも再生できる。しかし、

LiveAudioプラグインは音源を持っていないた

め、音質はコンピュータ本体の持っている音源

に依存してしまう。その点、YAMAHAの

MIDPLUGは「ソフトシンセサイザー」という

ソフトウェアタイプのMIDI音源を持っているの

で、特別なハードウェアを用意しなくても高品

位のサウンドを堪能できる（図 ）。

注意したい点は、バージョンの違う

MIDPLUGをいくつもインストールしておくと、

1

正常に動作しないことがあるということだ。新

しいバージョンのMIDPLUGをセットアップす

る前にネットスケープナビゲーターの「ヘルプ」

メニューにある「Plug-insについて」を見て、

古いバージョンのMIDPLUGがあるかどうかを

チェックしてからインストールをしよう。

同様の機能を持ったソフトウェアに、Live

Update社（http://www.liveupdate.com/

crescendo.html）のCrescendoがある

（図 ）。こちらはフリーソフトウェアだ。1

リアルプレイヤー
リアルプレイヤーには、アナログモデムなど

の低速回線での使用や、CPUパワーの低いパ

ソコンでの動作をより快適にする、さまざまな

設定項目が用意されている。

CPUパワーの低いパソコンでリアルプレイヤ

ーを動作させると、回線速度の速い遅いにかか

わらず、音飛びしてしまうことがある。この症

状を回避する方法を解説しよう。

「View」メニューから「Preferences」を選

び、開いたウィンドウの「Advanced」タブを

選択する。CPUパワーの低いパソコンを使って

いるなら、 のバーを右に動かしてみよう。右A

に動かすごとに、サウンドのクオリティーは落

ちていくが、より安定して再生される。バーを

少しずつ右に動かして自分のパソコンに合った

設定を見つけよう。

【開発元】ヤマハ株式会社
入手先/
http://www.yamaha.co.jp/xg/mid
plug/top.html
C D - R O M 収録先 / W i n →
Midplug
【動作環境】
CPU/Pentium75MHz以上
メモリー/16Mバイト以上
サウンド/16ビットサウンドカード、
または本体に内蔵されているPCMサ
ウンド機能（S-YG20使用時）

A

【開発元】リアル・ネットワークス社
入手先/http://www.real.com/
CD-ROM収録先/ Win→Realplay
【動作環境】
CPU/486/66DX以上（ビデオ再生はPentium以上）
メモリー/16Mバイト以上

A

【開発元】マイクロソフト株式会社
入手先/
http://www.microsoft.com/netshow/intl/ja/
CD-ROM収録先/ Win→Msie40
【動作環境】
CPU/Pentium 120MHz以上（推奨）
メモリー/16Mバイト以上

A

1

2

A
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ダプターの場合、128kbps通信モードをサポ

ートしていても、パソコンとターミナルアダプ

ターを接続するシリアルポート（RS-232C）の

速度が115.2kbpsなので、ここがボトルネック

となってせっかくの128kbps通信の能力が生

かせないからだ（図 ）。内蔵ターミナルアダ

プターならバスに直結なので、そのような心配

がいらない。しかし、内蔵ターミナルアダプタ

ーは、拡張性が低いという問題がある。そこ

で、外付けDSUにはアナログポートを内蔵した

高機能のものを選択し、内蔵ターミナルアダプ

ターの拡張性の低さを補完しよう。

外付けターミナルアダプターを使って
128Kbpsで通信するには

外付けターミナルアダプターを使って128

kbpsで接続するなら、パソコンとターミナルア

ダプター間の接続速度（DTE速度）は230.4

kbps以上に設定したいところだ（図 ）。し

かし、一般的なパソコンのシリアルポートは

115.2kbpsまでしか対応していないので、各社

から発売されている高速シリアルカードを増設

する必要がある（写真 ）。価格は1万円程度

だ。高速シリアルカードを利用するには別途デ

バイスドライバーが必要となるので、自分の使

っているOSがしっかりとサポートされているか

を確認してから購入しよう。しかし、外付けタ

ーミナルアダプターとパソコン間の接続速度を

230.4kbpsに設定しても、内蔵ターミナルアダ

プターと同等のパフォーマンスは発揮されない。

なぜならば、プロバイダーとターミナルアダプ

ター間は同期通信を行っているが、ターミナル

アダプターとパソコン間は非同期通信を行って

いるからだ。ターミナルアダプター内で同期と

非同期を変換しているので、ここでパフォーマ

ンスが多少低下してしまう。

USBで接続しよう！

最近ではUSB（Universal Serial Bus）を

装備したターミナルアダプターが発売されてい

る。USBは12Mbpsもの高速なシリアルバス

なので、ターミナルアダプターとパソコン間の

ボトルネックの心配をすることなく、128kbps

通信の能力を十分に発揮することができる。た

だし、USBを利用するには、パソコン側が

3

2

1

USBをサポートしている必要があるが、現状で

はごく限られた一部の機種しかサポートを表明

していないのが残念だ。

ほかにもこんな選択肢がある！

128kbpsの速度を100パーセント発揮させ

るには、ダイアルアップルーターを購入すると

いう手もある。ダイアルアップルーターは、イ

ーサーネットケーブルを使ってパソコンとLAN

接続して利用するので、シリアルポートの速度

制限を気にすることなく高速に通信することが

できる。ダイアルアップルーターというと、設

定が複雑というイメージがあるかもしれないが、

現在発売されている個人向けダイアルアップル

ーターなら、WWWブラウザーから設定ができ

るので非常に簡単だ。また、パソコンを複数台

所有している場合、ダイアルアップルーターを

導入することによって、LAN環境が構築できる

という利点もある。

さらに高画質、高音質を
楽しみたい！

写真は日本電気株式会社（NEC）製のアナログポー
ト、S / T 点端子を各2つずつ装備したDSU
「COMSTARZ DSU A2」（上）と内蔵ターミナル
アダプター「Aterm IB55 ProII」（下）。

ターミナルアダプターとパソコン間の速度がボトル
ネックとなって128kbpsのパフォーマンスが発揮さ
れない。

1

DTE速度230.4kbpsならば十分にパフォーマン
スを発揮する。
2

拡張シリアルカードは各社から1万円程度で発売
されている。
3

TA パソコン インターネット 

115.2kbps128kbps

TA パソコン インターネット 

230kbps128kbps

高速回線を手に入れろ！ ターミナルアダプター

前ページまで、マルチメディアコンテンツを

楽しむためのパソコン環境を紹介してきた。だ

が、インターネット接続環境はきちんと整って

いるだろうか？パソコンをマルチメディア対応

にしても、インターネットの接続環境が貧弱で

は、魅力も半減だ。もし、まだISDNに移行し

ていないなら、早速ISDNに乗り換えよう。

28.8kbpsのモデムと128kbpsのISDNでは

音質にどれほど違いがあるのだろうか？　比較

をするためにフォーライフレコード（http://

www.forlife.co.jp/ra_list_01.html）のホーム

ページにアクセスしてみよう。ここにはフォー

ライフレコード所属のアーティストのシングル

を試聴できるページがある。28.8kbpsのモデ

ムに対応したデータと128kbpsのISDNに対応

したデータの2種類のリアルオーディオファイル

が登録されているので、聞き比べてみよう。ま

ずはモデム用の20kbpsのデータを聴いてみよ

う。低音や高音の迫力がまったく感じられな

く、こもったような音がするだろう。まるでAM

ラジオを聞いているようだ。次にISDN用のデ

ータを聴いてみよう。高音はクリアに再生され、

低音も響いている。実際に聞き比べてみると、

28.8kbpsのモデムと、128kbpsのISDNではこ

れほどまで音質が違うことに驚くだろう。

内蔵ターミナルアダプターで
128kbpsを堪能しよう！

128kbpsの通信速度を100パーセント発揮

させたいのなら、内蔵ターミナルアダプターを

選択するのがいいだろう。外付けターミナルア

まだまだクオリティーは高くなる！
パソコンの基本環境をチューンナップ！
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増やせばそれだけ快適になる！ メモリー

最後にプッシュテクノロジーを利用したコン

テンツ配信サービスを紹介しよう。これは、テ

レビ放送電波の隙間を利用してHTMLのデー

タを送信する「ビットキャスト」や「アダムス」

といったデータを受信するためのカードだ。テ

レビチューナーを内蔵しているので、パソコン

上でテレビを見ながらそれに関連したWWW情

報を見ることができる、まさにマルチメディア

コンテンツを楽しむためのカードだ。

無料でコンテンツが楽しめる！

データはテレビ放送の電波の隙間を利用して

送られてくるので、ダイアルアップを使ったイ

ンターネットとは異なり、電話料金やプロバイ

ダー料金が一切かからないのが特徴だ。送られ

てきたコンテンツはインターネットのホームペ

ージにリンクが張られている。そのため、さら

に詳しい情報を得たい場合は、クリックをする

だけで自動的にダイアルアップを行い、インタ

ーネットに接続して情報を取り寄せることがで

きる。

なお、現在では在京のテレビ局でしか放送サ

ービスが行われていないため、関東近辺でしか

受信できない。今後、全国展開される予定な

ので、自分の住んでいる地域で放送されるかど

うか確認してから購入しよう。

ソフトウェアも配信される！

また、TBSでは、ビットキャストを利用し

て、インターネットエクスプローラ4.0の配信を

行った。ユーザーはパソコンの電源を入れてお

くだけで、いっさい通信費がかからずにソフト

ウェアが入手できたわけだ。今後はこのように

電話回線ではダウンロードするのが大変な大容

量アプリケーションを、テレビ電波を利用して

配信を行うサービスが普及するもしれない。

テレビ電波からHTML情報がやってくる ビットキャスト、アダムス

テレビ朝日が採用している、「アダムス」受信カード。
写真は株式会社システック製の「DCR-550」

TBSが採用している、「ビットキャスト」受信カード。
写真は日本電気株式会社（NEC）製の「PS98-
7442-C1」

ビットキャスト受信画面。左上がテレビ放送の画面。
右に表示されるのがHTML情報だ。

32MバイトDIMMメモリー（写真上）と、16Mバ
イトSIMMメモリー（写真下）。

メモリーは一気に増設だ！

インターネットエクスプローラ4.0、ネットス

ケープナビゲーター4.0など、インターネットの

アプリケーションはますます多機能となり、よ

り多くのメモリーを必要とするようになった。

そのような環境でビデオ映像を再生しようと思

ったら、すでに32Mバイト程度のメモリーでは

ちょっと辛い状況になりつつある。ここ最近、

メモリーは急激に安くなっており、なんと、

32Mバイトメモリーが1枚1万円以下で買える。

ここは思いきってプラス64Mバイト増設してし

まおう。

メモリー増設の注意点

メモリーを増設する場合、まずは自分の機種

はどのような種類のメモリーが利用できるのか

を確認する必要がある。現在主流のCPUであ

るペンティアムを採用している機種の場合、多

くはSIMMと呼ばれるメモリーモジュールを採

用しているが、最近では、DIMMと呼ばれるメ

モリーモジュールを採用している機種も多くな

ってきた。まずは、パソコンの取扱説明書をよ

く読み、自分の持っている機種に適応する種類

のメモリーを確認してから購入しよう。このと

き注意しなければならないのが、CPUにペンテ

ィアムを採用している機種の場合、DIMMは1

枚単位で増設できるが、SIMMは同一容量の

ものを2枚ずつ増設しなければならないという

決まりがある点だ。SIMMを64Mバイト増設し

ようとするときは、64Mバイトの容量のものを

1枚購入するのではなく、32Mバイトのものを

2枚購入しなければならない。

また、メモリーを増設するときには、ケチら

ずに大容量のものを購入しよう。なぜならばメ

モリーのソケットは、SIMMの場合4本の構成

のものがほとんどだからだ。購入時のパソコン

には、あらかじめSIMMが2枚挿してあるので、

増設はあと1回しかできない。そのため、中途

半端に増設してしまうと、次に増設しようと思

ったときには現在挿してあるSIMMと交換しな

くてはならなくなり、無駄が生じてしまう。

メモリーを増設することによってアプリケー

ションだけでなく、ウィンドウズ自体の処理速

度も向上する。パソコンの動作が遅いと感じた

ら、まずはメモリー容量を疑ってみよう。
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